













































































































   共晶系共晶縄成〔wt%)λ2Rの値(㎡〆sec)
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 論文審査の結果の要旨
 天然の鉱物には,しばしばeutecticgrow偽を暗示するような鉱物共生関係がみとめられ
 る。珪酸塩鉱物や硫化鉱物にその例が多い。これらは従来,単純にeutecticgrowthとして
 説明されてきたが,鉱物相互間の方位関係や結晶境界の構造については信頼のおける研究結果は少
 なく・また,成長機構についても問題が残されていた。
 梅原は天然現象の理解には,まず単純な系についての理解から出発する必要があると考え,天然
 の鉱物としても共生がみられる亙nSbとMSb〔灘はN玉,擁n,Fe,Cr)間の偽二元共晶系につ
 いて,一方向凝固法によって共晶合金を合成し,主として相境界構造の研究を行なった。共晶合金
 はTa㎜an-Bri謡geman炉駄殆成し,種々の凝馳駅成長させた多数の試料の組織
 についての観察を行なった。その結果,1)凝固速度と腋Sb針状晶の形態に一定の関係があるこ
 と,2)針状晶の間隔λと凝固速度Rの間にλ2R=一定の関係があることを明らかにした。つい
 でX線回折法によって玉nSbとMSbの方位関係を検討して両者が一定の方位関係で存在すること
 を確認した。同様の検討は,共晶組成からずれた場合(亜共晶および過共晶)の亙nSb-NiSb
 合金についても行ない,N量の濃縮,N量Sb樹枝状晶の析出,亜および過共晶の場合のλとRの関
 係の特徴などについて明らかにした。また,亙nSb一躍Sb共晶合金の電気的特性をしらべ,MSb
 針状晶が磁場と電流に直角になるようにした場合,磁場の変化によって抵抗倍率が変化すること,
 共晶組成からずれる場合には抵抗倍率が低くなること,および凝固速度と抵抗倍率の間に相関があ
 ることなどを明らかにした。
 梅原は上述の結果をもとにして,亙nSbとMSbの相境界は,両相聞のミスマッチによる刃状転
 位で構成されているものと予測し,刃状転位エネルギーから,相境界エネルギーの計算を行なった。
 こうしてえられた相境界エネルギーの計算値は,一般の金属共晶合金の場合にえられている値より
 もやや大きいが,半金属共晶合金の場合の値とはオーダとして一致している。また,異なった方位
 関係に対して計算された相境界エネルギー値と実際に観察される方位関係はよく一致している。さ
 らに,相境界エネルギー計算値とλ2R二一定の値を用いて拡散定数を計算すると,その値は溶融
1
 金属の一般的な値10-4～1r5謡/seCに近い値であり,相境界エネルギー値が妥当な値であ
 ることがわかる。
 梅原のえた上記の結果,および相魔界構造についてのモデルは,天然でのeutecticgrow曲
 を理解するために貴重な基礎的概念を新しく提示したものと認められる。よって審査員一同は梅原
 嘉明提出の論文を合格と判定した。
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